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科学技術基本計画とナノテクノロジー・材料科学技術基本計画とナノテクノロジー・材料

も づく 製 も づく 基盤科学技術 が○ものづくり製品（ものづくり基盤科学技術）が

輸出を支える➩各国の研究予算の比較

○我が国の産業競争力強化（重点４分野にナノテクノ
ロジー・材料を強化）➩政策課題型（社会シーズ）かロジ 材料を強化）➩政策課題型（社会シ ズ）か

分野（シーズ）重視型か

○基礎研究は応用研究 実用化に繋がるか？○基礎研究は応用研究・実用化に繋がるか？

➩ファンディングシステム

○ナノテクノロジーは閉塞感のある材料研究に

新たな流れを注入➩人材育成策新たな流れを注入➩人材育成策



各国機関における研究予算の動向

○ナノ基盤領域

物質・材料は多岐に渡る分野をカバー

○ナノ基盤領域

米国：５～６割、欧州：２～３割、日本：５割、NIMS：６割弱

ナノ計測・評価、次世代ナノ材料が主

○材料開発・信頼性領域

米国：２～３割、欧州：４割、NEDO：1.5割、その他：0.5割、NIMS:１割

材料創製・プロセス手法 新材料設計・機能設計が主材料創製・プロセス手法、新材料設計・機能設計が主

○IT・情報通信

NSF：１割、DOE-BES：0.2割、欧州：１割、日本：２割、NIMS：１割

次世代ナノデバイス、固体照明・発光素子・光学素子、スピントロニク

スが主

○環境・エネルギー領域○環境 エネルギ 領域

NSF：0.4割、DOE-BES：１割、欧州：1.2割、日本：1割弱、NIMS：１割弱

○輸送・建造領域

割 欧州 割 割 他 割 割NSF：0.1割、欧州：0.3割、NEDO：１割、他：0.1割、NIMS：0.25割



材料開発
NSFの研究予算平均割合

（２００４～２００８年度）

材料開発・
信頼性

自由な基礎研究を反映

JSPSの研究予算の平均割合
（２００４～２００８年度）材料開発・

科学研究費補助金
「特別推進研究」、「特定領域
研究」、「新学術領域研究」、

信頼性

「基盤研究（Ｓ）,(A),(B)」、
「若手研究（S),(A)」、「学術
創成研究」

政策誘導の影響あり



料材料開発・
信頼性

DOE-BESの研究予算平均割合
（２００４～２００７年度）

材料開発・信頼性分野が
大きい比率を占める

材料開発・

大きい比率を占める

NEDOの研究予算平均割合
（２００４ ２００８年度）

信頼性

（２００４～２００８年度）



NSFの材料開発・信頼性NSFの材料開発・信頼性
領域の研究予算の推移

材料創製・プロセス手法
（ものづくり）重視

JSPSの材料開発・信頼性
領域の研究予算の推移領域の研究予算の推移

新材料設計・機能設計
重視重視



FP6&FP7の材料開発・信頼
性領域の研究予算の推移

材料創製・プロセス手法材料創製 プ セス手法
重視

NEDOの材料開発・信頼
性領域の研究予算の推移性領域の研究予算の推移

材料創製・プロセス手法
急速 減少急速に減少
ものづくり大丈夫か？



各国予算の特徴と基礎研究、ものづくりの強み

○NSFでは材料創製・プロセス手法に多くの予算が投入され、

その額も増加している。

○欧州では材料創製・プロセス手法の予算が急増

○JSPSでは材料創製・プロセス手法の予算は少額

重点４分野の政策誘導型予算が科研費にも反映

○NEDOでは材料創製・プロセス手法の予算が材料開発・信頼
性領域で最も多か たが激減性領域で最も多かったが激減

○日本ではものづくり基盤科学技術は企業が担う。

○産業競争力強化と科学技術基本計画が乖離○産業競争力強化と科学技術基本計画が乖離

○自由な研究（イノベーションの核）は科学研究費補助金で

担保されているか？担保されているか？



新しい材料の出現と社会変革
環境問題
資源枯渇

ネルギ 問題日本

新しい材料の出現と社会変革

エネルギー問題

済
成

長 米国

日本

?
高度経済成長
IT 革命

地球は有限

経
済

ドイツ

大量輸送

大量消費

Nano ？
イギリス

産業革命

大量輸送

高分子

セラミックス
半導体
複合材料

Materialsナイロン

鉄鋼
高分子
軽金属
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能

課題重視型か分野重視型か？

政策課題（ニーズ）イノベーションの核（シーズ）

可能か？

出口重視

タ ピ カ 電気機械

新材料の発明 実用化・製品分野重視

強力磁石の発見（KS鋼他） モータ・スピーカ・電気機械

フェライトの発見 半導体回路・電気部品

強誘電体の発見 エレクトロニクス・センサー

二次電池、燃料電池材料 次世代自動車

半導体材料

高強度鋼線 長大橋

半導体材料 太陽光発電システム

高機能セラミックス 低消費電力LED照明

耐放射線材料、高温材料 高効率原子力・火力発電耐放射線材料、高温材料 高効率原子力 火力発電

酸化物・鉄系超電導材料 エネルギー革命
新蛍光・発光材料 映像・表示手段の変革

新触媒材料 動燃系の変革



戦略的創研究推進事業の成功事例 （ＪＳＴ）「ナノシートの創製」 佐々木高義

シーズナノテクノロジー・材料研究

層状化合物

ナノシート作製（液相プロセスによるナノの積み木細工）

戦略的創研究推進事業の成功事例 （ＪＳＴ）「ナノシ トの創製」 佐々木高義

~1 nm

単一層単層剥離

嵩高いゲスト

層状化合物

＝

ナノシート

嵩高いゲスト
の挿入

4級アンモニウム
イオン

•分子的な厚み
•ミクロンサイズの横幅
•単結晶

~μm

•コロイド

ナノスケール物質の新しいメンバー
究極の2次元性酸化チタンナノシート (Ti1-δO2) 酸化マンガナノシート (MnO )

~μm

酸化チタンナ シ ( 1-δ 2) 酸化マンガナノシ ト (MnO2)

○磨耗特性 ○紫外線カット ○光触媒 ○電子機能機能の応用



酸化チタンナノシートを用いた光触媒膜
ナノシート由来の光触媒膜

疎水性 超親水性
ナノシ ト由来の光触媒膜

表面が非常に平滑＋硬い＋基板への密着度高い表面が非常に平滑＋硬い＋基板への密着度高い

汚れにくい ＋耐摩耗性に優れている

通常の光触媒膜
（ゾル・ゲル合成）

汚れが付着
しやすい

従来の光触媒

微粒子の集合体 ⇒ 微細な凹凸が存在

ナノシート由来の
光触媒膜

（ゾル・ゲル合成） 従来の光触媒

優れたセルフクリーニング機能

非常に高い親水化特性

新幹線の窓
（環境浄化）（環境浄化）



DRAM用容量膜
チ プコンデンサ

低消費電力型素子
分子エレクトロニクス用絶縁膜チップコンデンサ 分子エレクトロニクス用絶縁膜

新幹線の窓新幹線の窓
次世代のHigh-k膜として期待

情報・通信分野

環境分野

情報 通信分野

？？

ナノシート

ナノテク・材料分野
？

紫外線カ ト 化粧品

出口は多岐に
渡る

？
？

紫外線カット・化粧品
研磨剤 ものづくり分野

ライフサイエンス分野

渡る

逆は？




